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売上高(左軸) 経常利益（右軸）

（百万円） （百万円）

2007年3月期決算概況

―△９．０△４０６７．０２９７経常利益

３．９

７．３

１００．０

構成比
（%）

１６６

３０９

４，２５１

2006年3月期

―△５．５△２４７当期利益

―△８．９△４０３営業利益

１０６．３１００．０４，５１９売上高

前年比
（%）

構成比
（%）

2007年3月期

（百万円）

売上高

営業利益

経常利益

前年比６．３％増の４，５１９百万円

３０９百万円から△４０３百万円に減少

２９７百万円から△４０６百万円に減少

・今期９施設の有料老人ホームを新規開設

・施設事業において９施設の開設費負担５４９百万円が発生

売上高 経常利益
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６５３．２９９８１５２施設事業

１０６．３４，５１９４，２５１計

２４３

１８２

３９１

３，２８１

2006年3月期

９２．２２２４ケアプラン事業

８１．４１４８

９３．８３６７

８４．７２，７８０

ヘルパー事業

訪問看護事業

デイサービス事業

前年比（%）

2007年3月期
（百万円）

2007年3月期決算　事業分野別概況
■　事業分野別売上高

■　事業分野別売上総利益

―△５４９△１１４施設事業

―△６９６２４計

△３７

５

９９

６７０

2006年3月期

―△３１ケアプラン事業

６４．８３

―△８７

８８．８５９５

ヘルパー事業

訪問看護事業

デイサービス事業

前年比（%）

2007年3月期
（百万円）
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2006年4月
介護保険法改定

2006年4月
介護保険法改定

2007年3月期決算　事業分野別概況

・デイサービスにおいて報酬改定の影響が大きく、利用単価の改善を図る。
・人員配置・業務手順の見直しにより、損益構造を改善
・売上高△500百万円（前年比15.3％減）、一方で利用者数は前年を維持

デイサービス事業デイサービス事業
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訪問看護事業訪問看護事業

2007年3月期決算　事業分野別概況

訪問看護利用者数（全体）の推移
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（百万円）
（百万円）

・平成18年４月の介護保険法改定の影響により、訪問リハビリの利用者の減少
・ 介護保険法改定の解釈通知により、訪問看護計画において、理学療法士等の
　訪問が保健師又は看護師による訪問の回数を上回るような設定がなされるこ
　とは適切でないとの方針、やむを得ないと認められる場合については、各自治　
　体の判断により算定できる取扱いと格差あり

売上総利益
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ヘルパー事業ヘルパー事業

2007年3月期決算　事業分野別概況
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・新規開設の施設事業へ「経営資源」を集中
・介護報酬改定による減収
・現状サービス・施設の維持

ヘルパー利用者数（全体）の推移
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ケアプラン事業ケアプラン事業

2007年3月期決算　事業分野別概況
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・介護報酬改定の影響により、介護支援専門員の取り扱い件数の上
限（予防８件、介護35件）が定められ、予防給付の利用者の地域
包括支援センターへの移管を行ったため、利用者が減少

売上総利益
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施設事業施設事業

2007年3月期決算　事業分野別概況
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有料老人ホーム入居者数（全体）の推移
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・今期９施設の有料老人ホームを新規展開。
・入居者獲得は順調。
・期末時点で居室の稼働率５3％ 売上高 988百万円。

（居室の稼働率 5月20日現在59％）

売上総利益
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あすみが丘(４５室） ふじまつ（５４室） みとま（５７室） ちはや（５０室）

こうざい（６０室） もりまつ（６０室） ていね（６０室） たかしな（６４室）
つるみ（９０室） かみいし（６５室） あさり（６０室） くにとみ（６２室）

こぶけ（６３室） くらしき（５７室）

損益分岐ライン損益分岐ライン

有料老人ホーム入居者推移有料老人ホーム入居者推移有料老人ホーム入居者推移

2007年3月期決算　事業分野別概況

（人）
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2008年3月期見通し

―２．５１５０△９．０△４０６経常利益

△５．５

△８．９

１００．０

構成比
（%）

△２４７

△４０３

４，５１９

2007年3月期

―１．３８０当期利益

―２．７１６０営業利益

１３１．２１００．０５，９３０売上高

前年比
（%）

構成比
（%）

2008年3月期

（百万円）

売上高

営業利益

経常利益

前年比３１．２％増の５，９３０百万円

△４０３百万円から５６３百万円へ大幅増

△４０６百万円から＋１５０百万円に増加

・施設事業において売上高１，６２２百万円の増加（１６３％増）

・施設事業において、入居者獲得により収益が改善。
通期で黒字転換へ

売上高 経常利益
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―２．５１５０△９．０△４０６経常利益

△５．５

△８．９

２２．１

５．０

３．３

８．１

６１．５

１００．０

構成比（%）

△２４７

△４０３

９９８

２２４

１４８

３６７

２，７８０

４，５１９

2007年3月期

８４．６３．２１９０ケアプラン事業

２６２．５４４．１２，６２０

９４．１２．４１４０

９９．４６．２３６５

９４．０４４．１２，６１５

施設事業

ヘルパー事業

訪問看護事業

デイサービス事業

―１．３８０当期利益

―２．７１６０営業利益

１３１．２１００．０５，９３０売上高

前年比（%）構成比（%）

2008年3月期（予想）

（百万円）

2008年3月期見通し
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今後の戦略今後の戦略
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各拠点各拠点へのリハビリ職員の配置へのリハビリ職員の配置

有料老人ホーム
　　　　１施設（予）

デイサービ１２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ４施設
ヘルパーステーション４施設
ケアプランセンター６施設
グループホーム１施設
有料老人ホーム４施設（予）

福岡県福岡県 山口県山口県
デイサービ２施設
訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ１施設
ヘルパーステーション１施設
ケアプランセンター１施設

拠点数　拠点数　６６４４拠点拠点（予定含む）（予定含む）

東京都東京都
有料老人ホーム１施設（予）

香川県香川県
有料老人ホーム１施設

愛媛県愛媛県
有料老人ホーム１施設

岡山県岡山県
有料老人ホーム２施設

小規模多機能型居宅介護１施設

大阪府大阪府
有料老人ホーム２施設

滋賀県滋賀県
デイサービス１施設

愛知県愛知県

有料老人ホーム１施設（予）

北海道北海道

デイサービ７施設
ケアプランセンター３施設
有料老人ホーム３施設

千葉県千葉県

茨城県茨城県

有料老人ホーム3施設（予）

ケアプランセンター１施設
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有料有料老人ホーム等施設事業計画老人ホーム等施設事業計画

ラ・ナシカ　あすみが丘（45室）
　　　平成17年9月 （千葉）

ラ・ナシカ　ふじまつ（54室）
　　　平成17年10月（福岡）

ラ・ナシカ　みとま（57室）
　　　平成17年11月（福岡）

ラ・ナシカ　ちはや（50室）　　
　　　平成18年3月 （福岡）

ラ・ナシカ　こうざい（60室）　
　　　平成18年3月 （香川）

ラ・ナシカ　もりまつ（60室）　
　　　平成18年5月 （愛媛）

ラ・ナシカ　ていね（60室）　
　　平成18年6月 （北海道）

ラ・ナシカ　たかしな（60室）　
　　　平成18年7月 （千葉）

ラ・ナシカ　つるみ（90室）　
　　　平成18年8月 （大阪）

ラ・ナシカ　こぶけ（63室）
　　　平成18年11月（千葉）

ラ・ナシカ　かみいし（60室）
　　　平成18年11月（大阪）

ラ・ナシカ　くにとみ（65室）
　　　平成18年11月（岡山）　

ラ・ナシカ　あさり（60室）
　　　平成18年11月（北海道）

ラ・ナシカ　あすみが丘ラ・ナシカ　あすみが丘
ラ・ナシカ　たかしなラ・ナシカ　たかしな
ラ・ナシカ　こぶけラ・ナシカ　こぶけ

ラ・ナシカ　ていねラ・ナシカ　ていね
ラ・ナシカ　あさりラ・ナシカ　あさり

グループホーム黒崎グループホーム黒崎
ラ・ナシカ　ふじまつラ・ナシカ　ふじまつ
ラ・ナシカ　みとまラ・ナシカ　みとま
ラ・ナシカ　ちはやラ・ナシカ　ちはや

ラ・ナシカ　こうざいラ・ナシカ　こうざい

ラ・ナシカ　もりまつラ・ナシカ　もりまつ

ラ・ナシカ　つるみラ・ナシカ　つるみ
ラ・ナシカ　かみいしラ・ナシカ　かみいしラ・ナシカ　くにとみラ・ナシカ　くにとみ

ラ・ナシカ　くらしきラ・ナシカ　くらしき
ライフサポートなださきライフサポートなださき

福岡福岡県　１県　１施設施設　　北海道　１施設北海道　１施設
愛知県　１愛知県　１施設施設　　茨城県　１施設茨城県　１施設
東京都　１施設東京都　１施設

２００８２００８年年３月期３月期事業事業計画計画予定予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（５５施設施設））

２００６２００６年３月期年３月期（６施設）（６施設）

２００７２００７年３月期年３月期（（１０１０施設施設））

グループホーム黒崎（9室）
　　　平成16年11月 （福岡）

ラ・ナシカ　ていねラ・ナシカ　ていね
ラ・ナシカ　あさりラ・ナシカ　あさり

ラ・ナシカ　あすみが丘ラ・ナシカ　あすみが丘
ラ・ナシカ　たかしなラ・ナシカ　たかしな
ラ・ナシカ　こぶけラ・ナシカ　こぶけ

ライフサポートなださき（27室）
　　　平成19年1月（岡山）

ラ・ナシカ　くらしき（57室）
　　　平成18年12月（岡山）
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１，３５１（社）聖隷福祉事業団10

８４７㈱シダー17

２，０７１㈱さわやか倶楽部8

１，４６３ワタミの介護㈱9

２，４８１㈱ライフコミューン7

２，７７４㈱ハーフ・センチュリー・モア6

３，３３７中銀グループ5

３，９８０コムスングループ4

５，３８２㈱ベネッセスタイルケア3

５，４０６㈱ベストライフ2

６，４８８㈱メッセージ1

全定員数社　名順位

全国有料老人ホーム全施設数・定員数ランキング

全国有料老人ホーム開設事業者全施設数・定員数ランキング（２００７年５月現在）

出所：「月刊シニアビジネスマーケット」2007年5月号

２１(財）厚生年金事業振興団10

１４㈱シダー13

２４ワタミの介護㈱8

２２㈱ゼクスコミュニティ9

３１アントケアホールディングス6

３１㈱さわやか倶楽部6

４１㈱ライフコミューン5

６５コムスングループ4

８３㈱ベストライフ3

１１５㈱ベネッセスタイルケア2

１２３㈱メッセージ1

全施設数社　名順位

１，１０５ 室㈱シダー１９ 施設㈱シダー

当社の２００８年３月期末までの事業計画予定では・・・
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健康教室の実施　　
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健康教室 利用者数（戸ノ上デイサービス）

＜健康教室実施内容＞
・健康チェック
・体力測定の実施

・ストレッチ

（人）

デイサービス、有料老人ホームでデイサービス、有料老人ホームで
　　　　　　　　　　　　　健康教室を展開　　　　　　　　　　　　　健康教室を展開

・フィットネストレーニング
・筋力トレーニング
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①肩のストレッチ

＜関節や筋肉の柔軟性を高めるストレッチの実施＞＜関節や筋肉の柔軟性を高めるストレッチの実施＞

健康教室の実施

②肩～膝のストレッチ ③腰～股関節のストレッチ

④上半身の運動 ⑤下半身の運動 ⑥バランスをとる運動

＜＜フィットネストレーニングフィットネストレーニングの実施＞の実施＞
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＜トレーニングマシンによる筋力強化＞

⑦レッグプレス：立ち上がりに必要
な筋力を強化

⑧レッグエクステンション
/フレクション：膝周囲筋
の強化

＜エルゴメーターによって持久力トレーニング
（有酸素運動）を実施＞

⑨エルゴメーターによって
持久力トレーニング（有酸素運動）を実施

健康教室の実施
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デイサービス、有料老人ホームでデイサービス、有料老人ホームで
　　　　　　　　認知症　　　　　　　　認知症デイサービスデイサービスを展開を展開

ゆとりあるトレーニング　　　　　　ゆとりあるトレーニング　　　　　　
　　　　　　スペースを有効活用　　　　　　スペースを有効活用

認知症デイサービスの実施　　
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デイサービスデイサービス・有料老人ホームの一般開放・有料老人ホームの一般開放

『地域の人たちに、健康的な生活を送ってほしい』という思いから、
『あおぞらの里』デイサービスセンターと介護付有料老人ホーム
『ラ・ナシカ』では、トレーニングルームを一般の方々に開放

健康チェック

有酸素運動筋力トレーニング

みんなで体操

トレーニングマシン
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地域に密着したサービス地域に密着したサービス

地域に根ざしたコミュニティーケア
・図書・パソコンルームやトレーニングルームなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミュニティースペースの地域への開放

・周辺他施設のスタッフの指導・育成・組織づくり

・健康教室や介護相談会の開催

・地域に根付いたリハビリスタッフ・ヘルパーの派遣

地域住民の方々との交流・活気・元気を大切にできる施設地域住民の方々との交流・活気・元気を大切にできる施設
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地域に根ざしたコミュニティーケア

将来的な利用者将来的な利用者獲得獲得にも結びつくにも結びつく

健康教室・認知症デイサービスの実施健康教室・認知症デイサービスの実施

施設事業　　介護予防デイサービスの取り組み

地域での認知度ＵＰ

デイサービス、有料老人ホームデイサービス、有料老人ホーム
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ドミナントエリアの拡大ドミナントエリアの拡大

小規模介護専用型特定施設小規模介護専用型特定施設
（（2929人以下）人以下）

認知症高齢者専用デイ認知症高齢者専用デイ
サービス（サービス（1212人以下）人以下）

グループホームグループホーム
（９人以下）（９人以下）

デイサービス　サテライト施設の構築デイサービス　サテライト施設の構築

施設入居希望者施設入居希望者

認知症の方認知症の方

認知症の方認知症の方

デイサービスデイサービス
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ドミナントエリアの拡大ドミナントエリアの拡大

小規模デイサービス小規模デイサービス

認知症高齢者専用認知症高齢者専用デイデイ
サービスサービス（（1212人以下）人以下）

グループホームグループホーム
（９人以下）（９人以下）

有料老人ホーム　サテライト施設の構築有料老人ホーム　サテライト施設の構築

有料老人ホーム有料老人ホーム
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参考資料　－当社の概要－
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会社概要会社概要（（20072007年年33月月3131日日現在）現在）

設　　立
本　　社
資 本 金

事業内容

従業員数
拠 点 数

施設事業
22.1%

ケア
プラン
事業
5.0%

訪問看護
事業
8.1%

ヘルパー事
業

3.3%

デイ
サービス

事業
61.5%

： 1981年４月
： 福岡県北九州市

： 4億3,228万円
： デイサービス
　 介護付有料老人ホーム
　 訪問看護（訪問リハビリ）
　 ホームヘルプサービス
　 ケアプラン
　 グループホーム

ショートステイ
　 小規模多機能型居宅介護
： 1075名
： ５９ヶ所 　　

売上高構成比（2007.3月期）売上高構成比（2007.3月期）

福岡県福岡県
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有料老人ホーム　ラ・ナシカ
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有料老人ホーム　ラ・ナシカ
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有料老人ホーム　ラ・ナシカ
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有料老人ホーム　ラ・ナシカ
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あおぞらの里　デイサービス
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あおぞらの里　デイサービス
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拠点紹介

拠点数：59拠点

福岡

山口

岡山

愛媛

大阪

滋賀

千葉

北海道
計３０

計５

計１

計２

計１３

計３ 計１

計１

１２

２

７４

４

６

１

３

１
１

１

３
３

１
２

デイサービス

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

有料老人ﾎｰﾑ

小規模多機能

香川

（2007年3月31日現在） 計３
２
１
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•本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる現在の予定、推
定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

•これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。

•既に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かその他の要因が、将来の展望に対する
表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。株式会社シダーは将来の展望
に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、更に
悪いことも有り得ます。

•本資料における将来の展望に関する表明は、2007年5月24日現在において利用可能な情報に基づ
いて株式会社シダーにより2007年5月24日現在においてなされたものであり、将来の出来事や状況
を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。

•本資料は株式会社シダーの事業及び業界動向についての株式会社シダーによる現在の予定、推
定、見込み又は予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

•これらの将来の展望に関する表明は様々なリスクや不確かさが内在しております。

•既に知られたもしくは今だに知られていないリスク、不確かその他の要因が、将来の展望に対する
表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。株式会社シダーは将来の展望
に対する表明及び予想が正しいと約束することはできず、結果は将来の展望と著しく異なるか、更に
悪いことも有り得ます。

•本資料における将来の展望に関する表明は、2007年5月24日現在において利用可能な情報に基づ
いて株式会社シダーにより2007年5月24日現在においてなされたものであり、将来の出来事や状況
を反映して将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではありません。

本資料の取り扱いについて

2007年5月　株式会社シダー2007年5月　株式会社シダー
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JASDAQ：2435JASDAQ：2435
Listed Company 2435

２００２００７年７年３３月月期期

　　決算　　決算説明会資料説明会資料


